
11飼 料設計のポイン トについて教えて

Ql乾 物摂取量って何 ?

乾草、サイ レージ、 ビー トパルプ、配合飼料な ど様々な飼料が乳牛に与えられています。 こ

れ らの飼料に含まれる水分は、飼料によつてまちまちです。

乾物摂取量 (Dry Matter lntake;DMI)とは、飼料に含まれる水分を除いたもの=乾 物 (タ
ンパク、繊維、糖、デンプン、脂肪など)を 食べた量のことをいい、飼料設計を行 う上で非常

に重要にな ります。        .

日本飼養標準 ・乳牛 (1999年度版)で は、泌乳牛の乾物摂取量 (DMI)は次のように求めます。

乾物摂取量 (DMI ) = 2 . 9 8 1 2 0 + 0 . 0 0 9 0 5 X体 重 +0. 4 1 0 5 5 X 4 %脂 肪補正乳量
※注

※注 :4%脂 肪補正乳量 (FCM ) = ( 1 5×予L脂肪(%)÷100 + 0 . 4 )×乳量

(例)体 重650kg、乳脂肪3.7%、手L量並kgの牛では

4%脂 肪補正乳量 (FCM)=(15X3二 ÷100+0.4)X亜       =33.4撻

乾物摂取量 (DMI)   =2.98120+0.00905× 650+0.41055× 33.4

=2.98120+  5.8825 +13.71237   =融

もちろん この数字 は栄養

要 求 に基 づ い たDMIで 、給

与飼料の品質や気温、飼養

環 境 に よつてDMIは 違 つて

きます。 (図1)

これ らの諸要因が1つ、2

つ 、3つ 。・ 。と乳 牛 に と

つて不満足な ものが重 な っ

て い くと、DMIは 低 下 し、

疾病 の発生や 生産性 の低 下

を招 くことにな ります。
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図l DMIに 及ぼす各種要因 (日本飼養標準・手L牛(1999年 度版)より)

環境・管理要因

C摯 〉 粗飼料の水分に注意 !

粗飼料の水分 は変化 しやす く (特にラ ップやバ ンカーサイ ロの変わった ときな ど)、設計

通 りや つてい るつ も りが、実際は乾物摂取量が足 りていなかった ことも…・

水分 をきちん と把握 しま しょう !

左 の例 はサイ レー ジの水分 を70%と して設計 した

のが 、実 は75%であつた場合 の比較 です。 DMIと し

て2kgの差 があ り、 これでは設計 どお りの乳量は望

めませ ん し、牛 の調子は悪 くな ります。

採食量 を観 察 し、水分が変わつた ら飼料分析 を

行い設計 を見直す ことが必要です。

例 水分の変化 によるDM :の差

水分70% 水分75%

+t . {  v * l 40.0(12.0) 40.0(10 0)

配合飼料 9.0(7.9) 9。0 ( 7 . 9 )

L'-  *1.r"ルフ
°

2.5(2.2) 2 . 5 ( 2 . 2 )

合計  kg 51.5(22.1) 51.5(20 1)

(  )は 乾物量 ( k g )
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Q 2サ イ レー ジの品質 と栄養充足について教 えて く

牧草の刈 り取 り時期 、調整方法、草種な  表 1サイ

どによつて、できあが ったサイ レージの品

質 はかな りば らつ きがあ ります。

ここで仮 に、2つのサイ レー ジ (表1)で

比較 して、乳牛 の栄養 充足 を考 えてみま し

ょ う。 サイ レー ジAは 出穂 期 (適期刈 り)

でサイ レー ジBの 開花期 (刈 り遅れ )と 比

べ、 TDNと 粗 タンパ クが高 く、 NDFが 低 くな

ります。

NDF含 量が高い と消化速度 が遅 くな り、

乳牛のDMIは低下 します。

飼料設 計モデル を乳牛 の体重650kg、 乳

量35kg、 平L脂肪 率3.7%と し、簡 単に考 え

るために配合飼料 とビー トパル プでの設計

例 を示 しま した。 (表2)

サイ レー ジの品質の差 に よ り摂取栄養量

に不足がでた り、 よ り多 くの配合飼料が必

要 とな り、 コス トが高 くな ります。

Q3飼 料設計を うま く活用す るために、 ど

んな ことに注意が必要ですか ?

飼料設 計 の 目的 は、乳牛 の泌乳能力 を引

き出 し、農場の経済性 を高 めることです (図

ださい
レージの品質比較

表2サ イ レー ジの品質の違 い と設計例

A B

・給
一与
・量
一セ
．

サイレ■ジ 35.0 31.0

乳配1‐6■ フ4 11.5 13.0

ビ|■トパルプ 210 2.0

計
算
結
果
一
％

乾物摂取量充足率 99。1 99.6

TDN充癬 99.3 97.4

相暉ンパタ=足率 98.0 95.3

NDF/体 重 1.3 1.3

粗飼料1濃厚飼料 51:49 45:55

十日本飼養標準 ・乳牛 (1999年版)の要求量か ら算出

2)。近年、乳牛の栄養についての研究が進み、新 しい考え ・軍L牛の健康■| |  ‐

方が飼料設計に取 り入れ られています。 し かし、あくまでも ・高年庫 .(乳二tl‐乳軍、繁殖)

変霧冨環θ鷲ふ銭ξ  姦 ,f:量:】11「1,1‐,11
設計 どお りにならなかった問題点を確認 し対処 してい くこと ・ 省力化

です (図3)。                         図 2飼 料設計のゴール

モ ニ リ ン

牛群の情報

飼料の情報

価格情報

飼養環境

農場の体制 など

見‐直|じ●|1娘

一計一設一料一飼

サイレ|■ジ
A

チモシァ

出穂期

B

チモシー

開花期

乾物率■|(%) 3 0 30

粗タンパク|(1乾物申%) 12 10

すONII■■|(乾物中%) 65 58

NOFI・|■〈1乾物申%) 6 0 65

|■I._ξF?訂1■̂ |14空ヤ●1■'I髯

図3飼 料設計 の フローチ ャー ト
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12牛 群改良のポイントについて教えて

Ql 牛 群改良はどのように進めるの?

改良は、牛群検定や後代検定の成績に基づく計画的な交配を進めることと、改良速度を早め
ることが基本となります。ポイン トは、

① 雌牛の遺伝的能力の優劣を把握 し、後継候補牛を選抜 し低能力牛を淘汰する

② 雌牛の長所を伸ばし、短所を補 う遺伝的能力を有する種雄牛を選定交配する

③ 遺伝的能力が高い初産牛産子の積極的な保留によつて、改良速度が早まります
また、受精卵移植技術の活用による 「遺伝的能力の高い後継候補牛からの産子増殖」や 「優

れた遺伝的能力の外部導入」を行なうことも、効率的な牛群改良を促進する1つの方法です。

Q 2後 継牛 を生産す る雌牛の選抜 は ?

年 2回 (5月、 H月 )集計 され る乳検 の牛群改良情報 では、個 々の牛 の遺伝 的能力 を示す推 定 育

種価 (EBV )の産乳成分 (乳量、乳成分)を 10段階で評価 しています。

牛群 内評価 の高い牛 は、乳代 プ ラスの改良が期待 され ます。 これ を参考 に、体型や気質等 のE

BVを考慮 し、後継牛 を生産す る雌牛 を選抜 ・淘汰 しま しょ う。

NTP上 位の種雄牛を交配 H菫 ―

本牛の EPA

図 2後 継牛の選抜

本牛の生乳生産は継続

産子は売却

遺伝的能力の優劣を把握 産平Lt体 型t管 理の遺伝形質を把握

げ げ げ げ げ 鶴 鶴 鶴 鶴

鶴 鶴 鶴 鶴
乳検データ牛群改良情報の活用 種雄牛評価成績 (赤本).|の活用
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Q 3交 配する種雄牛の選 び方は ?

乳用種雄牛評価成績 (赤本 )で は、 グラフ表示 で

各形質のEBVの情報が、分か り易 く示 されています。

(図3)

総合指数 (NTP )順位 の上位40頭か ら、後継候補牛 の

長所 を伸 ば し、短所 を補 う種雄牛 を選定 しま しょう。

また、近親交配や遺伝病発症 を避 けるため、近交

係数や遺伝病発症率の情報 に も注意が必要です。

財
は年 4回公 表 され

猛晟薮鮨

Q4牛 群の改良状況を把握するには ?
・種雄牛の選択状況

乳検牛群情報 (毎月)の 種雄牛別乳代

効果 とEBVの表で確認 しま しょう。 (表1)

現在供用中の種雄牛ほ ど、改良 目標 と

している項 目の数値が高 くなるはずです。
・雌牛の改良状況

年2回集計 され る乳検牛群改良情報の全

国パーセン ト順位で確認 しま しょう。

図 3 種 雄牛の形質グラフ

*我 が家の トップ集団の全国パーセン ト順位
低い場合は、改良が遅れています。

図 1の模式図に沿つて計画的な交配を進める
ことが大切です。

雛鐵 輩
推定育種価 (E B V : E s t i m a t e d  B r e e d i n g  V a l u e )

牛が持つ各遺伝的能力をBL U P法アニマルモデルと呼ばれる方法で計算 し、推定 した指数です。

EB Vで評価される項 目

泌乳形質 ・・・(乳量、乳脂量、無脂固形分量、乳蛋白質量)数 値が大きいと⇒プラスに改良

管理形質 ・・・(分娩難易、気質、搾乳性、体細胞)蜘 動汰きいと=誠睦少なし、気闘副鳳 孵 鼎 し、― い

体型形質 ・・・CL房 や尻など16形質 と外貌、体積など得点6形質) 1～ 9段階で評価、5が中程度

総合指数 (N T P : N i p p o n  T o t a l  P r o f i t  : n d e x )

泌乳形質と体型形質の推定育種価 (E B V )に重みづけし、乳量、乳成分、長命連産性の改良が最大 となるよう算

出 した指数です。

理論的にはNT Pが高いほど、我国の気候風土に適 した経済性の高いバランス良い改良が期待 され る能力を持つ

牛と言 うことができます。               '

推定」ヒ産能力  (EPA: Estimated  Producing  Ability)

先天的な能力であるEB Vに、育成の影響等後天的に備わ つた能力を加えた生産能力です。

後継牛候補 とならない雌牛の、生産を継続する牛と淘汰する牛を選別する指標 とな ります。

項目別  |      |    |IЁ ■ Ё‐■|ヤ

種雄牛成績 ▲     1 乳 量 |1乳 脂IJI姜 白|1 無 脂

RH+ I +135433 | +863 | -o.oo | +0.01 I +0.00

未経産  |  +1025551 +710 1=0101‐ 0_031-002

1産   ■    ,90621 1 +742 1 -007 1 -0.04 1 -0.05
,■=:リ ト  ロト、, _ヽ+,anttR l  +^,n  l _n lR I _o o4 1 _n nA

供用中が高 くなつていますか ?
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2ラ ップサイレージの場合
動 Ⅲ・な―扮鞠軽節‐
基本療用な1=||●‐ ■|

基枷 ●着■霧|な1封|

13サ イ レージの調製方法について教えて

Q l  サ イ レー ジ調製の基本原則 を教 えて下さい

サイ レージ調製の 目的は、原料 を安全に貯蔵す ることです。 そのため基本原則 を守 り 「早期 詰

め込み」 「早期密封」によって良質サイ レージを作 りま しょ う。

1細 断サイ レー ジの場合
・原料草の水分は70%以 下 を 目安 に予乾

醸楼饒難緑蝙陪條聰餘難難・牧草の切断長は15mm以下にする
・ 飼料用 トウモロコシの切断長 を黄熟期は約10mm、完熟 した場合

や霜により葉が枯れ上がったものは5mm程度にする
°シャープなカッテイングのため、刃を研磨する
・踏圧作業の専任者をおいて、ていねいに踏圧する

図1踏 圧は念入 りに

・ 詰 め込み作業は、長 くス ロー プをつ けて、踏圧 の厚 み を30cm以

下にす ると効果が高い

。 サイ ロの間 口が狭 い と、真 ん 中部分 の踏圧 がで きないので最 低

で も トラクターの車輪幅 の2倍の間 日は必要 (図1)
・詰 め込み後、できるだけ早 く密封す ることが大切 です

・原料草は、水分50～60%を 目安 に予乾

10ウ ィン ドローの厚 さを均一 にす ることで、形 が良 く、品質 の 良

い ものに巻 ける

10ベ ール後は、出来 るだけ早 く (12時間以内)ラ ッピングか袋 詰

めを行 う

。4重巻 き (5o%重 ねで2回巻 き)を 基準 とす る

基本原則●IF■ ‐■ル破損に'注意
● ラップ後に運搬す る場合は、 ビニールの破損に注意 し、運搬後

に破損個所がないか点検 し、見つけたらす ぐに補修する
。ダンプや トレーラーの突起に、古毛布や古シー トを敷 く
・ 貯蔵は排水がよい平坦な場所 とし、ベールの堆積 は3段以内に と

どめる。3段積みの場合、下2段は縦積みする
・防鳥 と直射 日光対策 として ビニールシー ト (有色)で 覆 う

Q2バ ンカーサイロを開けたいのですが密封後何 曰くらいで開封 して良いで しょうか ?

サイ レージは表 1のような段階を経て給与の開始ができる安定期を迎えます。条件がよければ

15日～25日で安定期に入 ります。

表 1 良 質サ イ レー ジの生成過程

段 階 環境条件 変化 の主役 物質変化 期  間

1

2

3

好気的

好気的

嫌気的

植物細胞

好気性細菌

乳酸菌

炭水化物を消費 して炭酸ガス、水、熱 を発生

蛋 白質や糖を分解 し、ア ミノ酸 ・酢酸 ・孝L酸等を生成

乳酸発酵が進む

約 3日間

4 嫌気的 平L酸菌 乳酸の量が1.0～1.5%に 増カロ、pH4.2以下になって安定 2～3週間

不 良サ イ レー ジの生成過程

サイ レージの取 り出 し面は、二次発酵 を避 けるため滑 らかに垂直に維持 しま しょ う。
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Q3サ イ レー ジ添加物の種類 と使用方法 を教 えて下 さい

添加物 の利用 に際 しては使用 目的に合 う添加物 を選択 し、原料草に合 った添加量を守 る (表2)。

表2添 加物の種類 ・

加 物 の

原料 の 0.3～0.5 %
酸ギ

加

糖 密 |
(糖分添加法)

原料 の 1～ 3%

(倍量 の温湯 に といて使 用す

原 料 の O.05～ 1%

乳酸菌
(平L酸菌添加法)

～ 0.5%

Q4牧 草サイレージの品質の見分け方を教えて下さい

サイ レージの品質は表3に示 した化学分析や色沢や香 りや触感等で判断 します。表4にサイ レー

ジの品質の見分け方を示 しました。化学分析は飼料分析時にオプシ ョンで申し込む必要がありま

す。

表3良 質サ イ レー ジの化学分析 による評価基準

0軍 乳 ■酸 酢  酸 酪  酸 NH3-― N*

T一 N

4 , 2以下 1.5 ^ウ 2.50/0 0.5ハYO.80/0 0 . 1 %以下 8%以 下

注)*印 は全窒素中に占めるアンモニア態窒素の割合

表4サ イ レージの簡易な品質の見分け方

注)*牛 舎作業をして家に帰ると子供達に臭いといわれた ら、要注意 (高野 一 部改変)

色沢の色調表 明黄緑色 黄緑色褐色帯びる 褐 色 黒 褐 色

写遷鑽爾
NH3-N/T―N:サ イレージの乳酸発酵が上手くいかないと、原料草のタンパク質が分解してアンモニアが生成され

ることか ら、サ イ レー ジの品質判定に指標 と して使われ る。

原料の pHを 4p.に低下し、不良発酵
(酪酸発酵)を 抑圧し蛋白質の分解を防ぐ。

低糖含量の原料に添加 し、乳酸菌を活発化
させ乳酸発1酵|を

促1淮させる。糖含量は草種
刈 り取 り時期、栽培法などによって変化す

し、平L酸発酵を促進させる。
乳酸菌は原料の糖分を栄養源に乳酸を生成
してサイレージの ,Hを 下げる。糖含量が
少ない原料は乳酸菌が多くても、良質サイ
レ‐ ジ ルな おない

(高 野 1980)

区  分

等

級
色 沢 香 り

サイ レージを

給与 していると

サイ レージを

手で触れると
pH

酪酸含 量

(%)

安 全 A

明黄緑色 快い軽い甘

酸

牛舎に入 り牛が採食

するまで分からない

手を洗いたい とは思わ

ない

3 . 6～

3 . 8

0

B

黄 緑 色 褐

色帯びる

甘酸臭に軽

い刺激臭

牛舎に入 るとわかる 水 で洗 うと臭 いは とれ

る

3 . 9～

4 . 2

0.1～ 0.2

＊

危

険

注

土思 C

褐色 強い刺激臭 牛舎前 20-30mか ら

臭 う

お湯で洗 う必要がある 4 . 2～

4 . 5

0.3 ^ψ O.4

不

向 D

黒褐色 アンモニア臭

腐敗臭

牛舎 100m前 から臭 う お湯 と石けんで洗 つて

やつと臭いがとれる

4. 6

以上

0 . 5

以上
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14良 い草地を永 く維持する方法はあ りますか ?

Q l  良 い 牧 草 地 と は どん な 草 地 を言 うの で す

か ?

牛 が健 康 で 高 い 生 産 性 を安 定 的 に維 持 す る た

めには、良質の粗飼料が重要です。

良い草地 とは次の通 りです。

①嗜好性が高い

②高い栄養価 と豊富な ミネラル

③乾物生産量が多 く安定的である

図1のようにイネ科牧草 とマメ科牧草が高い密

度で生育 している状態が良い草地と言えます。

悪い草地は、牧草が消えイネ科雑草や広葉雑

草 ・裸地な どが 目立つ草地です:肥 料 を散布 し

ても期待 した栄養収量が得 られなくな ります。
「牛が草を食わない」時は草地を疑 うことも

必要です。

Q2草 地を維持 させるポイン トは何ですか ?

1 施 肥と刈取 り

(1)植 生 (マメ科率)に あわせた施肥を しま

マメ科牧草の根 には根粒菌がついてい 表 1

て適正なマメ科混播草地では根粒菌が空気

中の窒素を10k蒼/10a程度固定 します。 しか

し、根粒菌は窒素成分が多くあると衰えて

いきマメ科牧草 も消失 して しまいます。

牧草の施肥標準は表 1のとお りであ り、

マメ科率で大 き く肥料成分が変化す るた

め、植生にあった肥料銘柄 が必要にな ります。 (北海道施肥ガイ ド2002より作成)

( 2 )刈 取 り高 さ

チモシーや オーチャー ドの刈取 り高 さは、地際か ら10cm程度で刈取 るのが再生 と収量か ら

見て有利 です。

(3)刈 取 り時期

牧 草 の刈 取 り時期 と間隔 は

永続性 に影 響 が あ ります。 ま

た飼料 と しての価 値 を考 える

と刈 取 り時期 は表 2の よ うに

推奨 されます。

(4)茎 数 を増やす施肥

牧 草の茎 数 を増 やす こ とに

より、収量や永続性に期待が高まります。

①チモシーは、萌芽期 (早春)の 時期 と刈取 り後早めの施肥が茎数を増やす

②オーチャー ドは、8月下旬の施肥により分げつ数が増える

しょ う
チモシー採草地の施肥標準

表2牧 草刈取 り時期

番 草 草 種 刈取り時期

1 イネ科牧草 出穂始～出穂期

2・ 3
チモシー 刈取り後50～ 60日

オTチ ャード メ1取り後40-45日

図1良 い草地と悪い草地
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( 5 )最 終刈取 り、刈取 り危険帯

チモシー、オーチ ャー ド(ア ル ファル ファ、アカ クローバな どの寒地型牧草は、短 日条件に
なる と生長 を停止 して養分 を貯蔵 して越 冬の準備 に入 ります。最終刈取 り危険帯は草種 によ
つて注意が必要です。 アル ファル ファは、最終刈取 りを9月中旬まで とし刈取 り高を15cm以上
に しま しょう。ォーチ ャー ドは10月上旬～中旬 は刈取 り危険帯にな ります。

2炭 カルの追肥は重要 です

土壌が酸性化すると、①有毒物質

による根の障害② りん酸の肥効の低

下③石灰や苦土等の塩基欠乏④土壌

微生物の働きの低下等の障害がおき

ます。また、作物が生育しやすい酸

度範囲があるので、牧草の永続性を

高めるため酸度矯正の炭カルを施用

しましょう。

Q3現 場か ら施肥における問題点はあ りませんか ?

表4、表5は別海町8戸93ほ場 の施肥の状  表 4調 査農場の施肥量

況 と上壌分析値 です。

施肥 の問題点 としては、8戸 とも一時期

に散布す る肥料銘柄 は1種類 だけであ り草

地 の植 生に対す る配慮 は ほ とん どみ られ

ません。

リン酸重視型 の施肥 に よ り上壌 中の リ

ン酸蓄積が多くなっています。

また、9割以上のほ場で石灰 が不足 し

ていました。

牧草地の永続性 を高めるため炭カルの

追肥を行いましょう。

斃1麟議鵞

マメ科率 :混播草地に全体における、ァカクローバやシロクロTバ 、

た冠部被度 (見た日の割合)を 言います。

表3維 持草地の炭 カル追肥

pH(H20) ～ 5.5 5.5～ 6. 0

炭カル
追肥量

0～5cm土層のpHを6.0に
改良するのに必要な量

40kg/10a/1F

(2～3年分を一括施用も可)

Oa)

N P K 備考

化学肥料 6.9 13.9 9.7
チモシー植生3

施肥標準
N:P:K=10:8:18

自給肥料 3.5 0.1 0.3

合計 10.3 14.0 9.9

( H 1 6別海町 )

調査農場の土壌分析値

( H 1 6別海町)

交換性
カリウム*

減肥可能

∈菫≫ 草地管理台帳
マメ科率の高い草地 と低い草地の窒素施肥量にメ リハ リをつけていますか。糞尿散布 も植

生を考えて行つていますか。草地の植生を一度悪 くして しま うと回復が困難なことは経験さ

れていると思います。草地を管理するために、記録をつけましょう。システム手帳やパ ソコ

ンを使いほ場ごとのデータを残 し管理を見直 しま しょう。

草地管理台帳に記帳する項 目 (例)

①ほ場番号 ② 面積 ③ 造成時記録 (a造成年 bは 種草種 c土 壌改良資材 と量)

④本年の記録 (I植 生タイプ Ⅱ 収量 {番草ごと}Ⅲ 化学肥料 {銘柄、施用月 日
。施用量}_Ⅳ 自給月日料 {種類、施用月 日、施用量})
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15草 地更新を行いたいのですが日…

Q l  な ぜ草地更新が必要なの ?

当地での牧草更新率は6%程 度に とどまってお り、

低 下 させています。造成初期 に良好 であった草地 も、

経年化 による不良草地の増加 が土地生産性 を

年が経つ と生産量が落 ちてきます (図1)。

二
ヽ
一
劇
野
叫
胡

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

経過年数

道農政部 「牧草生産利用実態調査」
図1経 年変化による収量推移例

Q2草 種 ・品種の選び方は?

牧草の種子選定にあたっては、①採草 ・放牧等の利用 目的②収穫体系と刈取 り期間③周辺の草

地 と管理 (刈取 り 。利用)が 同 じような品種④ほ場の地理的条件を加味 して行いましょう。

<採 草地播種設計の考 え方 >

チモ シー主体混播草地  ° チモシーは刈 り取 り

●チモシーの極早生 ・

●チモシこの極早生 ・

。チモシァの中生種 と

6/16      24       30     7/10
始

曰

穂出

月

ク

ン
プ

ウ

種ロ”

ノオホ  ァ ホ  キ
サ |ク   ッ ク  リ
ツロセ  ケ エ  タ
プライ  シ ィ  ッ

プ

ホ
ク
シ

ウ

晩 生早晩生  極 早生   早 生  EI亜 三≡≡ヨ

図2チ モシー品種の熟期別配列

<兼 用地播種設計 の考 え方 >

チモ シー主体混播草地  e放 牧利用は一
番刈取後 に開始す るのが基本

0チ モ シーは中生種 を選ぶ

°シロクローバの中葉 も しくは小葉型 と混播す る
°アカ クローバは混播 しない

・メ ドウフェスクを混播す る場合 は、は種量を調節す る

<放 牧地播種設計の考 え方 >

チモ シー主体混播草地  ・ 放牧利用は、 「ホクシュウ」 を選ぶ
・シ ロクローバの小葉 も しくは中葉型 と混播す る

。 メ ドウフェスクを混播す る場合 は、は種量を調節す る

時期に合つた早晩性の品種を選ぶ (図2)

早生種 とアカクローバを混播する

早生種 とシロクローバの大葉型を混播する

シロクローバの中葉 と混播する

⑫
動
多

草種の特性

クローバ

年生のマメ科牧草。別名アカツメク

サ。耐寒性が強く栄養価が高い。

メ ドウフェスク

多年草のイネ科牧草。混播特性が良い。

耐寒性は強 く暑い夏には弱い。
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Q3草 地更新作業の方法は?

草地更新は、整備改良事業等の公共事業や自力更新によつて行つてきました。公共事業が削減
されていく中、草地更新割合を維持又は高めるためには、自力更新を高める必要があ ります。

作業のタイ ミング 春 は種は、雑草との競合を避けるため春先のできるだけ早い時期に

夏は種は、少雨の時期を避け、遅 くとも8月中旬までには種を終えます。

1岬 ●1新|
↓

|1荘| |ヽ|
↓

==剤10■|^
↓

■腱 轟 議1難 |

■

|||111,ヽ111ヽ1言111t,1,I`1111111

草地の造成更新時の施用上限は5～6t/ 1 0 aを 目安 とし、土壌凍結

や積 雪時の散布 は避 けま しょう

前植 生 を反転できるよ うに作業速度に注意 し、む らのない よ うに

作業 します                        ′

炭カル を土壌診断によ り必要量施用 します

(一般的な 目安は炭カル 300～500 k g / 1 0 a )

下層 は荒 くとも上層 は細粒 となるよ うに丁寧 に行います

種子、肥料を十分混和 し、は種むらが起きないよう丁寧に

(土改材として、リン酸肥料20～30kg/10a程度追加)

牧草種子と土壌 との密着度を高め、良好な発芽を促 します

春は種では、雑草の草勢を抑えるために掃除刈 りを行います

Q4草 地更新の経費はどれくらいかかるの?

=撃 的な施工rlJで試算すると1髯当たりのおおまかな経費は、次のとおりです。

?m■1lt
肥 料

ダブリン |

高度イヒ成122

種子    |

合計す ると、ヘ クタール 当た 必 要 とな ります。
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く要》  簡
易更新とはどういう方法か

プラウを用い反転 ・耕起する完全更新に対 して、

ロータリーやデスクハローを用い表層撹拌だけでは種 した

り、専用のは種機で草地に溝 を切 り、マメ科やイネ科牧草

を追播する方法です。天候、既存の牧草や雑草や土壌の乾

湿状況等で発芽後の生育が影響を受けやす く、ほ場の選定

や実施時期 ・機械の調節に注意が必要です。

成 功 す るた め の 条 件 は ?

・プラウを使わないロータリーやデスクハロー利用の更新は、

通常更新時と同量の種子量で土改材、施肥、掃除刈 りが必要

・簡易更新の時期は、6月下旬～8月中旬迄の施工とします

簡易草地更新機
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